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論文審査の結果の要旨 
 匂いの質や強度を客観的かつ正確に評価することは、嗅覚研究の重要課題のひとつである。しかし、匂い評価
は質問紙によって言語を媒介としてなされることが多く、評価用語の解釈の際などに曖昧さが残る。匂いは、化
合物が持つ化学情報が嗅覚神経系で神経情報に変換され、脳で処理統合されることで知覚される。本論文はこの
過程に着目し、ある化学情報が嗅覚神経系でどのように神経情報を生成し、どのような質や強度の匂い知覚を生
じさせるのかを明らかにして、化学情報と嗅覚神経情報を指標とした新たな匂い評価の方法を提案したものであ
る。論文は既に国内外の学術誌に掲載されている部分も含めて６章で構成されている。 
 第２章では、ある匂い質を持つ化合物がどのような化学構造上の特徴を持つのかを明らかにすることを目的と
した。Arctander’s Handbookという香料辞典では3,102種類の化合物の匂い質をsweetやfloralといった353種類の記
述子を使って記載しているが、本研究ではこれをデータベース化して解析し、たとえばacid、sulfurのように８個
の記述子グループに分類した。各グループに属する化合物群は構造特徴にも共通性が見られる傾向があり、匂い
質と化学構造の関係について新たな分類方法が提示された。 
 第３章では、匂い質を嗅神経細胞の応答から評価できるかを検討した。本実験では、ヒトの官能評価を用いて
12種類の化合物を匂い質の類似性にもとづいて分類した。この12種類の化合物に対するマウスの単離嗅神経細胞
応答をカバーグラス上でカルシウムイメージング法により測定し、応答の類似性にもとづいて化合物を新手法に
より分類した。ヒトの官能評価による分類とマウスの嗅神経細胞応答による分類はよく一致し、類似した嗅神経
細胞の応答特性を持つ化合物は匂い質も類似していることを明らかにした。 
 第４章では、嗅覚情報をはじめに受け取る脳内部位である嗅球の応答と匂い知覚の対応を調べ、嗅球の応答測
定が匂いの評価に適用可能かどうかを検証した。本実験は、通常の吸気の際に鼻先から嗅ぐ匂いであるオルソネ
ーザル匂いと、飲食に伴い口腔から咽頭を経て鼻粘膜に化合物が到達して感じるレトロネーザル匂いの比較を行
った。麻酔下マウスの嗅球糸球体の匂い応答を顕微鏡下で光学的に測定したところ、オルソネーザル匂いとレト
ロネーザル匂いの応答の差異は既知の知覚レベルでの差異と同様であったことから、嗅球応答は匂いの知覚を反
映することが分かり、嗅球の応答測定も匂い評価に応用できる可能性が示唆された。 
 第５章では、ヒトは匂いの強度と快不快を独立して評価するのか、それとも相互に影響するのかを明らかにす
るため、官能評価を用いて調べた。実験では、パネリストに２種類の匂い、すなわち、快臭同士の混合、不快臭
同士の混合、快臭と不快臭の混合というように構成成分の快不快の組合せを変えて提示し、混合物の全体強度を
評価させた。快と不快の組合せのうち不快臭同士だけの強度がより強く評価されたことから、匂いの快不快は強
度の評価に影響を与えることが明らかになり、匂い評価研究の今後の課題を示すことができた。 
 本論文では、マウスの単離嗅細胞の匂い応答からヒトの官能評価までのさまざまなレベルで実験・解析を行い、
化合物の化学構造と嗅覚神経系の応答が匂いの客観的評価に際して十分に有効な手段であることを示した。嗅覚
や味覚などの化学感覚は原始的であるため言語化が難しいとされているが、生命維持に必須の感覚であり、その
分類評価に新たな方法を提案した本論文は、化学感覚にもとづく行動研究の進展に大きく寄与するものであり、
博士（人間科学）の授与に相当するものと判断した。 
 
 
 
